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5
月
3
日
～
5
月
7
日

第
2
4
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

白
石
市
・
民
会
館

子
供
の
成
長
を
願
っ
て

日しー
ノ
，

童
福
祉
週
間

5
月
5
日
～
1
1
日

　
子
供
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る

た
め
、
行
政
の
面
で
は
、
母
子
保

健
、
保
育
、
健
全
育
成
な
ど
の
対

策
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
子
供
の
問
題
は
行
政

の
み
な
ら
ず
、
各
家
庭
、
地
域
社

会
、
社
会
全
体
の
課
題
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
い

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

子
供
は
、
社
会
的
な
発
言
の
場

を
持
た
な
い
の
で
す
か
ら
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
活
力
あ
る
福
祉

社
会
を
建
設
し
て
後
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
わ

た
し
た
ち
大
人
の
責
任
で
す
。
児

童
福
祉
週
間
を
迎
え
て
，
皆
で
子

供
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
紅

2

全
国
各
地
か
貞
・
出
品
さ
れ
た
こ
け

し
の
祭
典
第
二
十
四
回
全
日
本
こ
け

し
コ
ン
ク
ー
ル
が
白
石
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
展
示
作
品
に
は
、
伝
統
こ
け
し
、

新
型
こ
け
し
、
創
作
こ
け
し
、
木
地
玩

具
・
木
製
こ
け
し
応
用
品
の
種
別
に

分
か
れ
、
審
査
結
果
優
秀
な
も
の
に

賞
状
並
び
に
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
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㎜㎜
健
や
か
な
子
供
の
成
長
を
願
っ
て
　
厳
し
い
子
供
た
ち
の
将
来

い

㎜
五
月
吾
〔
水
）
の
「
こ
ど
も
’
子
供
の
数
は
出
生
率
の
低
下
傾
向

｝
の
日
」
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
一
ヒ
の
た
め
、
今
後
ま
す
ま
す
減
少
し
て

四
週
間
は
児
童
福
祉
週
間
で
す
．
　
劉
い
き
ま
す
。

”　

勇
あ
る
社
会
窪
設
の
た
め
の
人
早
人
当
た
り
の
出
生
数
は
・

…
に
は
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
讐
案
認
和
四
＋
窪
一

四
成
長
こ
・
て
が
肝
心
で
す
。
子
供
と
三
・
七
人
で
、
そ
の
前
後
の
年
に
比

㎜
に
と
っ
て
も
最
も
気
持
ち
の
良
轡
急
激
に
減
り
ま
し
た
が
、
最
近
は

に
こ
睾
節
に
睡
や
か
享
の
そ
れ
を
も
下
回
泉
準
に
毫
て
い

聞
の
成
長
を
目
指
し
て
・
皆
で
供
季
嬉
和
五
＋
五
鑑
三
●
六

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
子

鴇
子
供
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
　
　
入
、
昭
和
五
十
六
年
は
一
三
・
○
人

…
淫
脅
毒
塑
　

■
と
い
っ
た
よ
う
置
い
水
準
至

｝

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
当
分
続
く
た

め
、
子
供
の
数
は
全
体
と
し
て
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
子
供
は
、
将
来
の
日
本
の
社
会
を

支
え
て
い
く
わ
け
で
、
こ
の
子
供
た

ち
が
少
な
ぐ
な
る
こ
と
は
、
将
来
の

社
会
の
仕
組
み
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
く
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
供
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、
全

く
子
供
に
責
任
の
な
い
こ
と
で
す
が
、

人
口
構
造
の
上
か
ら
は
、
現
在
の
子

供
た
ち
に
と
っ
て
将
来
は
厳
し
い
社

会
に
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
子
供
の
遊
び
仲
間
も
少
な

く
な
る
わ
け
で
、
以
前
と
比
べ
る
と
、

人
間
関
係
の
上
で
は
縮
小
さ
れ
た
規

模
の
中
で
子
供
が
育
つ
と
い
う
二
と

に
な
り
ま
す
．
．
そ
の
半
面
、
テ
レ
ビ

な
ど
に
よ
る
情
報
環
境
が
ま
す
ま
す

変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

も
以
前
と
は
異
な
っ
た
条
件
を
子
供

の
成
長
に
与
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

9舞

薄
【

東
北
新
幹
線

　
　
六
月
二
十
三
日
開
業

　
侍
望
の
新
幹
線
開
業
ま
で
あ
と
わ

ず
か
53
日
。

　
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
に
東
北
を

象
徴
す
る
グ
リ
ー
ン
の
帯
を
か
け
た

新
幹
線
が
ふ
る
さ
と
白
石
に
向
け
て

走
っ
て
き
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
高
速
化
時
代

の
到
来
で
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
市
民
あ
げ

1
」
一
層
の
地
域
の
発
展
を
願
い
こ
れ

を
祝
う
た
め
二
市
七
町
、
市
内
各
種

団
体
が
実
施
す
る
開
業
記
念
祝
賀
式

典
、
市
内
商
店
会
に
お
け
る
記
念
売

出
し
、
な
ど
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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八
月
二
日
～
六
日

濃騨認一▲白石蔵王駅前歓迎塔

第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
最
大
の
祭
典

第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
（
以
下

8
N
J
と
い
う
）
は
、
八
月
二
日
か

ら
六
日
ま
で
南
蔵
王
山
麓
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
8
N
J
は
、
四
年
に
一
度
の
行
事

で
、
特
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本

連
盟
創
立
六
十
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
も
あ
り
、
皇
太
子
御
一
家
を
始

め
、
各
界
の
名
士
を
お
迎
え
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
参
加
総
数
約
三
万
人

　
南
蔵
王
の
大
自
然
の
中
に
日
本
全

国
、
世
界
各
国
の
約
三
万
人
の
青
少

年
が
共
同
の
野
外
生
活
を
通
じ
協
同
、

勤
労
、
奉
仕
の
精
神
を
養
い
、
自
立

性
、
創
造
性
を
高
め
心
身
共
に
健
全

育
成
を
目
的
に
活
動
し
ま
す
。

　
　
友
情
と
躍
進

を
テ
ー
マ
に

　
8
N
J
は
、
激
動
す
る
世
界
の
様

相
に
か
か
わ
ら
ず
ス
カ
ウ
ト
が
互
い

　
　
　
　
　
　
ひ
つ

に
理
解
し
あ
い
睦
み
あ
う
こ
と
に
よ

っ
て
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
の
理
想
を
実

現
す
る
こ
と
を
願
い
「
友
情
と
躍
進
」

の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　
　
広
び
ろ
と
し
た
会
場

　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
白
萩
地
内
の

南
蔵
王
山
ろ
く
は
、
草
原
地
帯
で
あ

り
、
西
側
は
那
須
火
山
帯
の
中
の
蔵

王
連
峰
不
忘
山
（
△
一
、
七
〇
五
m
）

東
側
は
、
後
鳥
帽
子
岳
（
　
、
六
八

一
m
）
を
あ
お
ぐ
丘
陵
地
帯
。
そ
の

う
ち
約
二
百
二
十
万
㎡
（
約
六
六
万

坪
）
を
会
場
と
し
ま
す
。

　
　
　
8
N
J
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
事
務
局
開
設

　
市
は
、
8
N
J
ま
で
あ
と
93
日
に

せ
ま
り
ま
し
た
大
会
を
支
援
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

協
力
を
賜
る
窓
口
と
し
て
、
白
石
市

役
所
三
階
に
8
N
J
支
援
委
員
会
事

務
局
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
き
ん
の
貴
重
な
意
見
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
電
話
ま
た
は
来

庁
の
さ
い
、
お
聞
き
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
8
N
J
は
か
つ
て
な
い
一
大

行
事
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
あ

げ
て
、
心
か
ら
あ
た
た
か
く
迎
え
て
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

0
8
N
J
支
援
委
員
会
事
務
局

　
暦
五
－
二
二
一
自
石
市
役
所

　
内
線
二
六
五
ま
た
は
秘
書
企
画

課
内
線
三
二
六
へ
ど
う
ぞ
。

八
月
初
旬
創
業
開
始

　
　
　
　
　
東
北
日
通
工

　
大
鷹
沢
の
農
工
団
地
（
約
一
六
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
東
北
日
通
工
が

八
月
創
業
を
目
指
し
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼八月初旬創業を目指す東北日通工

．

／

癬灘i灘議鋤，．．1蕪繕嚢

　
レ
蜘

、
／

1購ll
轡
、

勘
『

撫
　
．

、
怖
惣
騒

醤
観

難璽

難

　
が
ヤ
ゆ
　
　
な

難
銚
’
・

3



口
□
□
□
□
□
□
．
□
□
□
□

　　社会教育基本方針

1　生涯教育に対応し得る社会

教育体制の整備充実に努める。

2　文化財・民俗芸能および自

然環境の保護活用と市民の芸

　街文化活動の振興に努める。

3　市民の健康と体力の増強に

努め、豊かな情操と住みよ1、・

環境づくりをめざす市民性の

高揚に努める。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

　　急激な社会構造の変化に対応す□

□るため、生涯教育の重要性が一層□

口さけばれています・公民館では・□

　学級、教室等を通して市民の皆さ
□　　　　’　　　　　　　　　□
　んに自分の生きがいと豊かなくら
□しを求めていただこうと学習活動□

□を実施いたします。気軽にご参加□

□ください。　　　　　　　　　　　□

□　　　　　　　　　　　　　　□
　地区別各種教室等開設計画
□

　　地区名　　　　　　　　開設教室

中央公民館

越河公民館

大平公民館

大鷹　沢

公民館
小原公民館

少年スキー教室、少

年ソフトボール教室

親子読書教室

ボランテfア視聴覚
教室、高齢者大学

青少年キャンブ教室

青少年キャンプ教室

少年水泳教室、少年

ソフトボール教室

青少年野外活動

地区別各種学級開設計画

地区名

臼　石

越河
斉　川

大平
大鷹沢

白　川

福岡
谷深

小原
計

家庭教育

学級
○

○

○

○

○

○

○

○

○

9

婦人
学級
○

○

○

○

4

高齢者

学級

○

○

○

○

4

乳幼児

学級
○

1

5

O印は開設するものです。

※なお、この表にあげたものは、

　補助事業関係のみで各公民館独

　自のものは省略いたしました。

□
□
□
□
□
□
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

みんなで参

社

会

体

育

青
少
年
教
育

成
人
教
育

胃

術

文

化

財

事　　業　　名

学校体育施設利用者懇談会

体力づくり指導者講習会

親子体力づくり旬問

ジュニア・ファミリー
オリエンテーリング大会

健康まつ量）球技大会

自　石　農　業　祭

家庭バレーボー几指旱者研修会

市民ゲートボー1し大会

ジュニアリーダー爵成研修会

自然に親しむ青’レ年，7ノどい

青少年団体指導者研修会

子ども会成人指導者研修会

婦人ボランティア学級
婦人団作指導者研修会

文化講演会社会教育推進大会
史跡のまち整備事糞

県内文化財めぐり
文化財講～、．・f会

視聴覚教育
　（llスライド技術研修会

　（2）0、H．P投映技術研修会

　（3倣送利用研修会
　14）V　T　R放送利用研修会

　（5116ミ11映写機操作…技術講座

巡回小劇場地　方　音　楽　祭
オハイオ州合唱団と共演

公民館まっり

ね ら 1，赴

学校体育施設の円滑な利用をはかる。

体力づくりの指導者を養成し地域におい

て体力づくりのリーダーとi、て活動がで

きるようにする。

体力づくり指導者等を中心として全市的

に体力づくり運動を展開する。

野外活動を潭し、心身の健全な発達のた

めオリエンテーリングの普及、振興を図る、

地域において日常化を目標としているス

ボーッ1ソフトボール・ビニールボー’し1

を地区対抗戦形式で行う。

農業従事者の健康増進、レケリエーショ

ンを目的とする、

家庭バレーボールの指導者養成。

ゲートボールの普及、振興をはかる。

ジュニアリーダーの初級者の養成をはかる

春秋の自然のなかで健康で楽しい野外活

動を通し心豊かな子供を育てる。

青少年の直接指導者としてのボランテf

ア養成をはかる。

成人指導の資質の向上をはかる。

地域社会に役立っ実践活動。

婦人71し一ブ活動のリーダーの養成をは

かる。

市民の教養、文化の向上をはかる。

社会教育活動の普及、振興をはかる。

市内に存在する史跡や文化財を系統的に

整備〔、保存、活用をはかる。

那土史の理解、保護思想の普及をはかる。

郷土の文化財の理解、保護思想の普及を

はかる。

陶一一・

青少年をかおり高い文化にふれさせる、

音楽を通じて地域の連帯感を深める，

国際人としての精神を培う。

各公民館の1年の成果の展示発表，び

加しましょう

対 象

利用者代表

P・T・A関係者
社会教育関係者

委員、公民館関係者

全市民

全市民

地区代表チーム

農業従事者

一　　　般

デートボール愛好者

中・高校生

小・中学生

般

一　　般
婦　　　人

婦　　入

几
て
凡
又

肉
珂
舟

市内史跡、文化財

几
又
几
て

面
川
向
川

几
又痢

市内中学2・3年生

児童生徒一般

児童生徒一般

一　　　般

期 日

5月10日

6月26日

6月26日

7’月21日～7月31日

6月20日

7月11日

11月7日

4月29日

10月24日

8月11日～8月13日

5目9日、10月17日

2月

　6月
5月～3月

　2月

月
月

つ
U
つ
」

4月～58年3月

　6月
　6月27日

　5月

（1）8月5日

〔2）8月4日

13）10月28日

〔4）8月12日

15）6月9日、10日

　9月6日
　10月30日

　7月22日
3月3日～6日

場 所

市　　役　　所

中央公民館

各地区子供会

市内特設コース

中央公民館他

中央公民館他

中央公民館
第　　1　　ノ」、　学　　窄交

中央公民館
市青少年の家

中央公民館

中央公民館

　　　〃

〃

　
　
一
　
館
館
中
館

　
　
タ

　
　
　
民
　
　
民

　
　
ン
　
会

　
　
セ
公
　
　
公

　
㌘
央
民
央

　
大
教

｝
中
市
白
中央　公民

　　〃

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　今年度に市教育委員会が主催

する社会教育事業実施計画の主

な内容をお知らせします。

　この事業計画は、市民が健康

と体力の増強をはかることやさ

まざまな市民の学習活動に役立

ててもらうことを目指しています。

　あなたも気軽に参加してみま

せんか。

客・　㎡

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
目
□

麟難懸嚢轟
□　　　　㌦一瓢＿，な、槻□

□　　　　　　　　　　　　　□

□　　　　　　　　　　　　　　□

□繕糞望灘籐赫□
：盗聯㌘▽毒羅灘。
　　　　　　　糞騰丁す』感1幾□

ロー賦　　　　　　　　　　、　　魚□

□　ご　　　　　“　r、　　　扇□

ロー　　　　　　．　z、　　　□

□　　　　　　　　・　　　　　□

□驚顯　麗灘□
目搾1饗鱗羅
□綴濃i欝騨．、　・□

□　｝、κ舟耀．ぐ悼灘『萎□

□㌧　＼竹　　撒馨、、灘博1□

□
．

幽翻　繍□
□躍・「・　“終、…7□
口　　，、　　．　，劉蒲□
口・　　　　　胸　　　撚　　□

□　　　　　　　　　　　　　□

□　　　　　　　　　　　　　□
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犠
・
難

壽ぎ繕欝i融
　　　　　　　毒　　　「、

撫

　
　
　
　
　
　
　
羅
畷
、
」

篠
適
量
、

㌧
・
野

籔
ひ』

輝
・
　
　
　
　
懸

綴繍識
▲市長の告辞

轡置塾騨
　　▲ラッパ隊による吹奏

春
の
消
防
演
習

　
自
石
市
消
防
団
（
上
西

礼
二
団
長
・
七
百
人
）
の

春
の
消
防
演
習
が
四
月
四

日
、
八
時
三
十
分
か
ら
白

石
第
一
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
分
団
五
百
五
十
五
人

と
、
小
型
動
力
車
三
士
一

台
、
ポ
ン
ブ
車
一
一
台
が
参

加
。
各
功
労
者
、
団
体
へ

の
表
彰
伝
達
の
後
練
習
に

入
り
、
服
装
、
機
械
器
具

の
点
検
、
ポ
ン
ブ
操
法
な

ど
に
取
組
み
、
午
後
か
ら

は
白
石
川
河
原
で
一
斉
放

水
し
、
い
ざ
本
番
に
備
え

て
い
ま
し
た
。

、
糖

襲　
，
叢
　
　
郷

覇

伽

輪哩

擦

“
い
ざ
本
番
に
備
え
”

饗糞噸評で
　
醐

嫉』浬

▲操法訓練

癬

▲機’械器具点検

、
蟹
暫

鼻ド

》

　　　　　▼団曇の分列行進　　　　”

∵還騨騨饗難螺輝．，

　　　　　　1攣艦　　鞭一

▼白石河原での一斉放水

6

汝
曽

轡

，
鰍　　　　　　　　　漆　　　　　　　　　撫“　　　　　　　　翫　　撚　　蝕・　霧

γ㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
市
内
三
地
点
発
表

村
上
盛
雄
　
鷹
巣
字
荒
屋
敷
前
　
　
　
佐
藤
忠
治
　
白
川
津
田
字
深
沢
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
　
地
価
公
示
は
、
一
般
の
土
地
取
引

　
　
　
　
　
　
二
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
⊥
一
一
番
地
…
価
格
に
対
し
て
正
常
な
価
格
を
お
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

、
1
；
t
。
ー
重
，
ー
2
：
…
：
｛
｝
ー
、
4
享
τ
多
｝
｝
‡
｛
‡
』
ら
せ
し
、
地
価
の
目
安
に
つ
い
て
正

　
沢
端
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
　
τ
い
知
識
窓
・
て
い
た
だ
く
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
で
す
．

遠

藤　 を祉
よ　　受にこ
し　　　の

1濠馨福
あ　した　

選含薩祉
　　　　より

地宮華に
　　　の　

藤　確尽
伊　　々貝

　　と毒　魁力
沢　　 大地

東大　　 臣域
五町　　特住
十字　　 別民
五矢　　表の
番ノ　　彰福
地口

　
沢
端
川
は
、
水
の
町
臼
石
の
「
顔
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
一
時
沢
端
川
の
流
れ
に
藻
が
発
生

し
、
川
底
も
泥
で
き
た
な
く
な
っ
た

の
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
最
近
は
藻
も
無
く
な
り
川
底
も
き

れ
い
な
砂
地
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

上
、
蔵
王
自
然
保
護
協
会
の
手
で
十

数
年
前
よ
り
放
流
さ
れ
た
大
小
の
鯉

が
、
観
光
に
訪
れ
る
方
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
し
か
し
今
で
も
と
き
た

ま
汚
な
い
ゴ
ミ
や
木
片
、
ビ
ニ
ー
ル

片
な
ど
が
流
れ
で
、
き
で
、
せ
っ
か
く
清

流
に
か
え
り
つ
つ
あ
る
川
を
だ
い
な

し
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
．

八
月
に
開
催
さ
れ
る
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
祭
典
第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
大
会
に
参
加
さ
れ
る
数
万
人
の

方
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
昔
の
清
流
悼
　
国
土
庁
は
、
一
月
一
日
現
在
の
標

沢
端
川
に
か
”
一
ん
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
桝
準
地
の
公
示
価
格
を
こ
の
ほ
ど
発
表

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
悼
し
ま
し
た
。

，
　
”
欝

撫
、

　
　
　
　
こ
の
価
格
は
、
正
常
価
格
と
呼
ば

　
　
　
…
れ
る
も
の
で
、
売
り
手
に
も
買
い
手

㍗
　
　
　
　
”
に
も
か
た
よ
ら
な
い
適
正
な
価
格
を

粥
　
、
仲

　
　
　
↑
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ぴ

　
　
　
ユ

　
　
　
唱
　
ま
た
、
公
示
価
格
は
、
標
準
地
に

　
　
　
ゆ

　
　
　
け
建
物
な
ど
が
た
っ
て
い
な
い
、
い
わ

　
　
　
や

　
　
　
嚇
ゆ
る
更
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
ぐ

　
　
　
仲
　
市
内
で
は
、
下
記
の
三
地
点
の
標

　
　
　
ロ

　
　
　
う

　
　
　
樋
準
地
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
公

　
　
篶
　
㈲
示
価
格
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
、
、
嘱
　
な
お
、
全
国
の
標
準
地
公
示
価
格

　
　
　
｝
を
掲
載
し
た
書
面
が
秘
書
企
画
課
土

　
　
　
…
地
対
策
係
（
内
線
三
二
七
）
に
備
え

△
，
就
ぞ
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
－
だ
さ

標準地公示価格※自石一1、一2は住宅地、5－1は商業地

自石駅からの

距　　　離
周辺の土地利鵬の現況変動率

1㎡当り価格

1．3km一般住宅が多い住宅地域

％

7．5

56．1。1

　　　円

27．900

57．1．1

　　　　円

標準地の所在

30，000

自石一1

字南寺前16－1

1．4km一般住宅が多い住宅地域7．420．30021．800

白石一2

字花見平22－27

200m

中低層の小売店舗が建ち並

ぶ商業地域5．394．30099．300

白石5－1

字本町104－4

7



住
居
表
示
シ

リ
ー
ズ
①

　
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
住
居
表
示
整
備
事
業
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

　
今
月
号
よ
り
シ
リ
ー
ズ
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
実
施
す
る
地
域
及
び
方
法
は
、
十

年
の
年
次
計
画
に
よ
り
自
石
旧
町
内
、

大
鷹
沢
の
一
部
、
大
平
の
一
部
、
福

岡
の
一
部
で
総
面
積
約
五
百
五
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
街
区
方
式
に
よ
り
事
業

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

◇
新
し
い
住
居
表
示
制
度
と
は

　
現
在
、
住
居
の
表
示
は
、
白
石
市

字
桜
小
路
三
十
五
番
地
の
よ
う
に
字

事業区域図

謬
艶
∴

　／

欝
蕊

響影　帆

！等麗夢

【．縦も

編
懸
「

名
称
と
地
番
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
居
表
示
が
明
治
四
年
に
、

土
地
の
所
有
者
か
ら
税
金
を
納
め
て

も
ら
う
た
め
、
土
地
に
番
号
（
地
番
）

を
つ
け
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
後
戸

籍
法
の
改
正
な
ど
に
よ
っ
て
、
住
居

表
示
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
し
か
し
長
い
間
に
は
、
土
地
の
分

合
筆
、
道
路
の
拡
張
、
新
設
等
に
よ

り
地
番
は
混
乱
し
、
わ
か
り
に
く
く

な
り
同
一
番
地
の
家
が
沢
山
で
き
た

り
、
と
び
地
・
欠
番
が
で
き
ま
す
ま

す
複
雑
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

灘i誰
購耀

鷺譲妻r蝦聖骸1

義誇鷺’轡調耀、諺
饗茸灘鴫8藁．輪’濫妻

鐸凋戸酔騨
伽・＾耀こ細浄　 諾　　　　　　

ホ
岸
“ 、向ず・

説
ψ

’
£
、
　
　
　
　
　
ξ

　住居表示整備事

鮒一〆　廿　　　　　　　　　脚遍・蝋

夢らβダ伽’澤軌鴻冨ダ1践マガ　　　皆声

　
さ
ら
に
町
自
体
が
、
目
で
見
え
る

道
水
路
な
ど
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど

土
地
の
筆
界
で
境
と
さ
れ
て
お
り
、

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
何
町
で
あ
る

か
ま
ぎ
ら
わ
し
い
現
状
で
す
。

　
住
居
表
示
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す

と
こ
の
よ
う
な
地
番
の
混
乱
が
解
消

さ
れ
、
郵
便
配
達
に
日
時
を
要
し
て

い
た
こ
と
や
救
急
車
や
消
防
車
の
到

着
が
遅
れ
る
な
ど
の
心
配
も
な
く
な

り
ま
す
。

　
日
常
生
活
や
官
公
署
の
行
政
事
務

に
も
お
お
い
に
役
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
国
は
、
先
に
現
在
の
不
合
理
な
住

居
表
示
を
解
消
す
る
た
め
昭
和
三
十

七
年
五
月
十
日
「
住
居
表
示
に
関
す

る
法
律
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
全
国
的
に
市
街
地
に
お

け
る
住
居
の
表
示
が
合
理
的
に
変
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
く
し
た
ち
の
市
で
も
、
わ
か

り
や
す
い
住
居
表
示
へ
の
改
正
が
要

望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
十
七

年
度
よ
り
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
回
は
、
住
居
表
示
の
方
法
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
都
市
計
画
課
庶
務

係
（
内
線
二
三
二
）
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

県警，第3土曜日を指定少年を非行から守る日

　
こ
の
ほ
ど
急
増
す
る
少
年
非
行
を
、
未
然
に
予
防
す
る
た
め
、

県
警
は
毎
月
第
三
土
曜
日
を
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
日
」
に

指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
指
定
日
は
、
従
来
各
警
察
署
が
独
自
に
実
施
し
て
い
た
「
少

年
補
導
日
」
を
改
め
、
未
然
予
防
的
立
場
の
強
化
と
、
万
引
き
な

ど
の
防
犯
的
な
視
点
を
考
慮
い
た
し
「
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
日
」

と
統
一
し
た
も
の
で
す
。

　
白
石
少
年
を
守
る
環
境
浄
化
推
進
協
議
会
と
白
石
警
察
署
で
は
、

有
害
図
書
の
自
動
販
売
機
を
撤
去
さ
せ
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
中
に
あ
っ
て
常
に
心
に
残
る
の

は
少
年
に
よ
る
万
引
き
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
白
石
市
商
店
会
連
合
会
の
協
力
を
得
て
「
白
石
市
の

青
少
年
を
守
る
」
健
全
育
成
の
店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
市
内
商
店
に

配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
少
年
を
見
守
り
、
地
域
環
境
を

よ
く
す
る
と
と
も
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
明
日
の
白
石
市
の
担
い

手
で
あ
る
青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る
も
の
で
す
。
健
全
な
地

域
づ
く
り
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

8

少
年
に
関
し
て
お
悩
み
の
方
は
、

　　O
　　少

蓉年
仙杢目
ム　談
口　　　局多

一
二
　 日も

＝呈話
一コ

四ヨ

九ク

七ナ

○レ

○
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー

白
石
市
役
所
四
階
（
費
五
1

二
一

一
内
線
四
三
二
）

を
気
軽
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

僻

卒
尾
白
’
漣

鞭
九

　
　
漂
’

齢
、
い
臆
轍

難塾＄
捧

義

慈農作業労働賃金

り

躍作業料盒決まる
灘

㌔

響葦藪裁、
麹蹴

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
農
業

労
働
賃
金
・
農
作
業
料
金
の
標
準
額

を
定
め
、
み
な
さ
ん
に
ご
活
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
標

準
賃
金
、
標
準
料
金
を
次
の
よ
う
に

設
定
し
ま
し
た
（
下
表
参
照
）
。

　
標
準
賃
金
、
標
準
料
金
を
定
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
他
産
業
の
労
働
賃

金
の
上
昇
率
や
、
そ
の
他
諸
物
価
の

指
数
な
ど
を
も
と
に
農
業
委
員
会
が

協
議
検
討
し
、
決
定
し
た
も
の
で

す
。

　
お
た
が
い
に
こ
の
標
準
額
を
、
こ
活

用
い
た
だ
き
、
安
全
で
実
り
あ
る
農

作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

▽
一
日
労
働
時
間
を
八
時
間
と
し
、

　
八
時
間
を
越
す
場
合
は
、
一
時
間

に
つ
き
、
日
額
の
塑
8
を
加
算
の

　
こ
と
。

▽
す
べ
て
の
農
作
業
に
は
「
食
事
な

　
し
」
と
す
る
。

▽
地
形
、
天
候
な
ど
の
関
係
で
特
に

作
業
困
難
な
場
合
、
燃
料
お
よ
び

農
業
資
材
な
ど
の
値
上
り
分
は
、

労
使
双
方
で
協
議
の
う
え
き
め
る

　
こ
と
o

▽
特
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
農
作
業

で
「
農
事
一
般
作
業
賃
金
」
に
よ

り
が
た
い
場
合
は
、
そ
の
地
域
の

協
定
に
よ
る
賃
金
に
す
る
こ
と
。

標準賃金
　4，800
　4，800
　7，500
　4，800
　5，500
　4，500
　　　900
　　　700

単　 位

10アール

10アール

10アール
10アール

日1

　摘　　 要

耕うん機使用
バインダー刈取結束のみ

耕うん機使用
　　男
　　女

　名

　　　転

　　　き

刈　り

　　　転

金

作業
耕

代　か
請負稲
耗

賃労働
作業区分

田
業

水
作

業作畑

般事農一般作業

玄米1俵
　（60kg）

ノ
＼

こ脱
ン〕手習みも調製作業

大型農機具協定料金

、
要嫡

の
馨
金

満
い
料

未
で
準

ル
し
橿

一
窪
め

ア
点
ど

ぢ
　
　
な

　
楓

臥
伏
臥

い
倒

多
　
、

の
国

石臥湿
　
金

　
料

　
準

　
標

位単要摘作業名

今年、種籾へ市補助あり。

苗持請負は10a当り1，200円、

育苗センター渡しは、1箱当
り60円をそれぞれ差し引く。

　6，500
　6，200
　6，400
20，300
　7，300
　　650
　5，400
　4，900
18，400
20，000
　8，500

　5，400
　4，900
　5，100
18，600
　5，600
　　650
　5，400
　4，900
16，300
18，000
　7，40Q

10アール
　　　〃

　　　〃

　　　〃

1箱当り

10アール

　　　〃

10アール

トラクター　プラウ（すき）

トラクター　ロータリー

トラクター

機械植　苗持請負

機械植　苗別

育苗センター　渡し

トラクター　プラウ（すき）

トラケター　ロータリー

自脱型コンバィン

　〃　（わら結束の場合）

ハーベスター

水田耕蒜

オく田代：かき

植田

畑・耕　転

収穫作業

　　　　　　　　　　新規開田の抑制にご協力を
　水田利用再編対策事業の推進につきましては、皆さんの多大なるご協力をいただき心から感謝申し上げます。

　事業推進では、過剰基調を強めている米の需給の均衡を図るため農産物の総合的な自給力の向上を目指して

います。

　農家の皆様におかれましては、このような情勢の中で水田利用再編対策事業の主旨を充分ご理解の上自已開

田につきまして厳に自ら抑制するようご協力をお願いいたします。
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須江　しづゑさん
　　　　（白石東小路）

にと五豚ン人キ

味
自
慢

　
　
　
　
　
　
鉄
　
　
板
　
　
焼

　
【
材
料
】
（
五
人
分
）
　
　
　
　
　
　
切
り
色
ど
り
よ
く
皿
に
盛
合
せ
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
中
一
個
、
生
椎
茸
五
個
、
　
②
肉
類
で
鶏
、
レ
バ
ー
は
そ
ぎ
切
り

人
参
α
5
本
、
玉
ネ
ギ
一
個
、
ピ
ー
マ
　
牛
豚
の
三
枚
肉
は
四
～
五
㎝
に
切
り

ン
五
個
、
も
や
し
二
袋
、
肉
類
（
牛
、
　
ま
す
。

豚
の
三
枚
肉
、
鶏
手
羽
・
レ
バ
ー
等
）
③
た
れ
は
、
食
べ
る
直
前
に
リ
ン
ゴ

五
〇
〇
9
、
帆
立
貝
五
個
（
た
れ
用
　
と
人
参
は
す
り
お
ろ
し
て
混
ぜ
、
味

と
し
て
リ
ン
ゴ
ニ
個
、
人
参
芸
本
、
　
険
日
、
醤
油
で
味
付
し
、
に
ん
に
く
は
、

に
ん
に
く
一
片
、
味
噌
、
醤
油
）
。
　
　
か
ら
み
の
好
み
で
加
え
る
よ
う
別
に

　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り
お
ろ
し
て
お
き
ま
ナ
。

①
季
節
の
野
菜
を
適
当
な
大
き
さ
に
　
※
材
料
の
応
用
で
自
由
に
で
き
ま
す
。

5
月
3
0
日
は
　
　
話
繕
撒
蝉
厭
嘱
唱
ハ
魏
離

　
　
　
消
費
者
の
日
　
頭
で
勧
誘
さ
轍
契
約
さ
せ
坊
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
苦
情
が
増
加
し
て
し
ま
す
。

　
五
月
三
十
日
は
、
「
消
費
者
の
日
」
　
　
苦
情
の
大
部
分
が
強
引
な
セ
ー
ル

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ
ン
に
よ
り
、
本
当
に
必
要
で
も

　
昭
和
四
十
三
年
の
こ
の
日
に
、
消
　
な
い
の
に
仕
方
な
し
に
契
約
書
に
サ

費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
、
　
「
消
費
　
イ
ン
し
て
し
ま
い
後
に
な
っ
て
申
込

者
保
護
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
　
み
の
撤
回
を
し
な
い
と
い
う
も
の
で

た
。
　
「
消
費
者
の
日
」
は
、
そ
の
十
　
す
。

周
年
を
記
念
し
て
昭
和
五
十
三
年
に
　
　
消
費
者
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
商
品

制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
五
回
　
を
す
す
め
ら
れ
て
も
、
す
ぐ
に
契
約

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
せ
ず
に
、
時
間
を
お
い
て
冷
静
に
判

訪
問
販
売
に
ご
注
意

　
学
習
教
材
や
医
療
機
具
な
ど
を
一

話
で
呼
び
出
さ
れ
た
り
、
家
庭
や

頭
で
勧
誘
さ
れ
契
約
さ
せ
ら
れ
た
、

と
い
う
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
．

　
苦
情
の
大
部
分
が
強
引
な
セ
ー

ス
マ
ン
に
よ
り
、
本
当
に
必
要
で

な
い
の
に
仕
方
な
し
に
契
約
書
に
・

イ
ン
し
て
し
ま
い
後
に
な
っ
て
申
冒

み
の
撤
回
を
し
な
い
と
い
う
も
の
’

す
。

／

諺判
5月30日

消費者の日

消費生活モニター年問調査結果

目
。
消
費
者
の
自
覚
を
さ
ら
に
高
め
　
断
し
、
不
必
要
な
も
の
は
、
き
っ
ぱ

る
と
と
も
に
、
事
業
者
な
ど
に
消
費
　
り
断
る
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
も
の

者
保
護
の
精
神
を
一
層
普
及
さ
せ
る
　
で
す
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
問
題
が
お
き
た
ら
泣
き
寝
入
り
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
に
、
業
者
と
よ
く
話
し
合
い
ま
し

訪
問
販
売
に
ご
注
意
　
よ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
決
し
な
い
時
は
、
市
の
消
費
生

　
学
習
教
材
や
医
療
機
具
な
ど
を
電
　
活
相
談
員
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

詰
で
呼
び
出
さ
れ
た
り
、
家
庭
や
街
　
　
　
　
　
内
線
一
六
二
番

自石市

品　　名

1．砂 糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4．小　麦　粉

5．食　パ　ン

タ6
7．即席ラーメン

8．マーガリン

9．カレーライス

10．ラ　ッ　プ

11．ティシュペーパー

12．理’髪　料

13。パーマネント料

14．プロパンガス

15．灯 油

銘柄　 規格

上白糖　　1kg
本醸造上1暫岸響

1，650g （1．82）

薄力粉　一等級　1kg

並　食　1　斤
カルトン入　　225g

J　AS中華めん　1ケ

ソフト22gガル．トン入

並 皿

幅30cm・長さ20m1巻

400枚（200組）紙箱入り

小学生調髪（洗髪含）1回

　
含

　
セ

　
カ

ド
ト

ル
一一

ヨ

コ
シ

5㎡

1舘　　　　（配達料・込）

55年度平均値

295円
535

563

192

131

351

66

205

399

192

149

1，137

4，723

2，546

1，457

56年度平均値

293円
554

560

208

139

357

67

207

399

194

145

1，272

4，909

2，567

1，562

対前年価格比

△2円
19

△3

16

8

6

1

2

2

△4

135

186

21

105

99．3％

103．5

99．4

108，3

106，1

101．7

101，5

100．9

101．0

97．3

11！．8

103．9

100、8

107．2

備 考

（寸評）：55年度平均値と56年度平

均値との比較のと沿り、カレー

ライスが横ばい状態の他、砂糖、

天ぷら油、ティッシュペーパー

は、わずかですが、値下がりい

たしました。

　しかし、灯油、並びに理髪料、

パーマネント料、小麦粉は大幅

な上昇をいたしました。灯油、

並びに小麦粉は、元売価格の値

上りによるものでした。

ノノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

嶺

轟
，
郷
、
多
賭
頑
、
難
髪

　
　
，
誠
難
灘
、
茎
．
　
籔

　
　
　
　
　
轟
麟

　
　
　
　
　
麟
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
概

　
　
　
　
　
幽
　
　
』
置

　
　
　
　
　
　
塑
娯

翫
，
臨
謂
鯛

㌧娩　、

　　　　　ひと休み運動
　　　　　　　　O一一春の交通安全運動

　今年の春の交通安金運動は4月6日から15日までの

10日間行なわれました。安全週間初日の6日、地区安

全協会白石支部（鈴木恒秋支部長）と同斎川支部並びに

市交通安全母の会主催による「ひと休み運動」が馬牛

沼附近の国道4号沿いで、行なわれ、道路を走るドラ

イバーにこけし付きキーホルダー、乳酸飲料、ガムな

どをくばりました。大型トラックなどの長距離ドライ

バーに“飲み物”をくばり、疲れをいやして安全運転に

つとめてもら拾うとするのがねらい。

　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

　　　みんなでひろげよう！
　　　　　　コミュニティの輪
　（⊃一鷹巣地区コミュニティセンター完成

　県のモデルコミュニティ地区の指定を受けた鷹巣地
区（同地区緑が丘一丁目1～112）に工費約7，067万円で

昨年10月着工し、このほど完成しました。

鉄筋コンクリート造り平家建（建’築面積496，839平方

メートル）には、バレーボールなどができる軽スポーツ
室や講座室、調理室、娯楽室、遊戯室、事務室などを整備。

温かい連帯感のもと、心豊かな暮らしを求めて話し
合い、助け合い、協力しあえるような近隣社会をつく

りだすコミュニティづくりのセンターとして、またコ

ミュニティ広場と一体となった鷹巣地区のシンボルゾ

ーンとして活用きれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　わ

交通安全パレード

　4月11日白石地区交通安全協会（会長大野十太郎さ

ん）主催による交通安全パレードが行われ、長町、駅

前通りなどを交通安全協会母の会（会長百瀬和子さん）

による”安全踊り”を披露、ガールスカウトの団員もパ

レードに参加市民に事故防止を訴えた。

だい　　　　　　きょうから1年生

　　　　　　　○一白石市立第2小学校入学式

　　　市内で1番多くの児童（男84名、女103名計187名）が

　　第二小学校（渡辺信有校長）に入学しました。

　　式では、担任の先生と一緒に歌ったり、2年生30人

　　による器楽の演奏を聞いたあと、楽しい学校の紹介が

　　ありました。

奏

響

；藩講∫ 萎
準

鐸’

　　　　　　　第1回入園式
　＜
　　　　　　　　　　　　　○一大鷹沢保育園

　　　　4月5日大鷹．沢保育園（40人収容）ではじめての入

　　　園弍が行われました。

　　　今年は、2歳児から5歳児までの計38人でスタート

毒　　しました。
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愈

登宙

・
民場

　
我
が
国
伝
統
工
芸
の
中
で
日
本
刀
は
「
く
ろ
が
ね
の
華
」
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
後
援
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
新
作

刀
剣
展
を
行
っ
た
宮
城
昭
守
さ
ん
口
本
名
宮
城
真
一
（
大
畑
在
住
）
。

　
宮
城
昭
守
刀
匠
は
、
祖
父
盛
国
、
父
守
国
と
三
代
に
わ
た
る
刀
工

で
、
現
在
ま
で
刀
工
一
筋
、
腕
の
冴
え
は
抜
群
。

　
昭
和
十
八
年
日
本
刀
展
覧
会
で
金
賞
を
受
賞
、
翌
年
の
同
展
で
は

会
長
賞
に
輝
い
た
。
刀
匠
十
九
歳
の
時
、
一
時
健
康
を
害
し
た
た
め

万
一
刀
に
精
魂

明
る
く
冴
え
た
刀
剣

宮
城
　
昭
守
さ
ん

し
ば
ら
く
休
み
昭
和
四
十
五
年
作
刀

認
可
を
受
け
て
再
ス
タ
ー
ト
、
昭
和

五
十
年
に
は
文
化
庁
後
援
の
新
作
名

刀
展
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
他
、
数

々
の
受
賞
に
輝
い
て
い
る
。
後
援
会

代
表
の
小
室
元
一
さ
ん
は
、
「
宮
城
刀

匠
の
実
績
は
日
頃
の
精
進
で
あ
り
、

貴
重
な
存
在
、
あ
た
た
か
く
見
守
り

一
層
ご
支
援
を
」
と
話
す
。

　
日
本
刀
ほ
ど
作
者
の
魂
が
如
実
に

作
品
に
表
わ
れ
る
も
の
は
無
い
と
言

わ
れ
て
い
る
中
で
、
名
刀
工
宮
城
さ

ん
は
、
現
代
日
本
の
刀
剣
界
で
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
最
近
、
後
継
者
の
な
り
て
が
な
い

中
で
長
男
の
正
年
さ
ん
が
跡
継
ぎ
を

決
意
目
下
修
業
中
。

　
作
品
仕
上
り
に
は
ど
の
く
ら
い
の

期
間
が
、
の
質
問
に
、
　
『
半
年
を
要

し
ま
す
が
、
納
得
の
い
く
作
品
は
バ

ラ
ン
ス
（
長
さ
、
幅
、
手
持
ち
、
見

た
目
が
よ
い
）
が
一
番
』
と
。
昭
守

さ
ん
が
一
言
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
自
石
の
市
内
に
は
横
丁
と
い
う

通
り
が
あ
る
。
町
名
で
は
な
く
い

わ
ば
道
路
名
で
他
の
市
町
に
は
あ

ま
り
み
ら
れ
な
い
。
道
路
幅
は
町

屋
の
屋
敷
一
軒
分
を
つ
ぶ
し
て
作

っ
た
表
と
裏
の
連
絡
通
路
で
あ
る
。

　
で
ん
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
ひ
き

　
電
信
横
丁
。
別
名
猿
曳
横
丁
と

　
　
　
　
　
　
　
か
ど

い
っ
た
。
亘
理
町
角
か
ら
延
命
寺

に
至
る
通
り
で
明
治
初
年
亘
理
町

左
角
に
電
信
局
が

作
ら
れ
た
た
め
つ

い
た
。
猿
曳
の
名

は
こ
の
横
丁
の
中

　
　
　
　
　
さ
ん
の
う

ほ
ど
左
側
に
山
王

社
が
あ
り
、
山
王

様
の
お
つ
か
い
が

猿
な
の
で
こ
の
名

が
つ
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
警
察
横
丁
。
長

町
と
清
水
小
路
を

結
ぶ
道
で
明
治
十

　
ひ
ニ
す
け

　
彦
助
横
丁
。
神
明
横
丁
と
反
対

の
東
に
進
む
道
。
長
町
左
角
今
の

石
垣
商
店
の
と
こ
ろ
に
旧
家
阿
子

島
彦
助
の
屋
敷
が
あ
っ
た
の
で
つ

い
た
。

　
て
ん
じ
ん

　
天
神
横
丁
。
本
町
か
ら
西
へ
市

役
所
に
向
う
道
。
こ
の
通
り
中
ほ

ど
南
側
に
天
神
社
が
あ
っ
た
の
で

つ
け
ら
れ
た
。
今
は
神
明
社
境
内

　
　
　
　
　
　
に
移
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う
け
ん
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
妙
見
寺
横
丁
。

地名アレコレ

　　⑬

白石の横丁

　
八
年
で
き
た
。
長
町
角
に
警
察
署

矧
が
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
し
ん
め
い

　
　
神
明
横
丁
。
長
町
か
ら
西
へ
国

　
道
四
号
線
に
至
る
も
の
で
、
こ
の

　
通
り
中
ほ
ど
北
側
に
神
明
社
神
官

　
　
　
　
　
か
し
タ

　
佐
藤
氏
の
邸
が
あ
り
、
明
治
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
は
祭
典
の
時
に
長
袋
神
明
社
の
神

　
輿
が
町
内
を
ね
り
歩
き
こ
こ
の
邸

　　
が
神
様
の
お
宿
に
な
っ
た
の
で
つ

　
い
た
と
い
う
。

本
町
か
ら
東
へ
妙

見
寺
に
向
う
通
り
。

　
ね
ず
み

　
鼠
横
丁
。
エ
コ

ー
会
館
脇
か
ら
国

道
四
暮
に
至
る
。

　
に
ん
じ
や

昔
忍
者
屋
敷
（
鼠

屋
敷
と
呼
ぶ
）
が

あ
っ
た
と
か
、
う

す
暗
く
ね
ず
み
が

出
そ
う
な
の
で
つ

い
た
と
か
い
ろ
ん

な
説
が
あ
る
。

　
い
け
ざ
き

　
生
酒
横
丁
。
エ
コ
ー
会
館
前
か
ら

東
に
入
る
路
地
。
会
館
の
場
所
に

　
　
か
み
に
し
ほ
ん
た
な

以
前
上
西
本
店
と
い
う
豪
商
が
居

り
生
酒
屋
と
い
う
屋
号
だ
っ
た
の

で
つ
い
た
。
今
の
エ
コ
ー
会
館
筋

向
い
か
ら
柳
町
へ
の
広
い
通
り
は

戦
後
で
き
た
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）
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わが家のア

　　　　　　　　　　灘
　　　　　灘拙．、、　灘
藍「　、　　　　　晒　麟槍

響
、 灘覧糠灘

　澁谷友美ちゃん（福岡長袋）

　光男さん、八千代さんの長女

　ママからひとこと
　ミ健康で明るく心豊かな人に

　育ってほしいヤ

｛梱』～卒幣～～鳩・一一r一、一～虻一㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江

’
　
　
を
多
　
一

蜥癬3灘ll灘，駄
ぎ
、
磨
讐

ギ…潭．鑑讃　臨
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チ
ー
茎
F
き
チ

しのわた

魯民

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
】
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

あ
れ
こ
れ
と
思
い
巡
ら
す
事
多
し
日
々
に
戸
惑
う
不

惑
の
年
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
ヒ
サ

き
さ
ら
ぎ
の
日
差
し
明
る
き
土
手
隅
に
う
す
き
緑
の

蕗
の
と
う
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

雪
解
け
の
水
か
さ
増
せ
る
谷
川
の
流
れ
早
や
め
て
瀧

と
な
り
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

歌
心
湧
か
ぬ
一
日
の
む
な
し
さ
を
か
こ
ち
つ
つ
見
る

黄
の
水
仙
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

残
雪
の
中
に
見
つ
け
し
蕗
の
と
う
数
か
ぞ
え
つ
つ
小

籠
に
摘
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

水
や
せ
し
川
の
岸
辺
に
素
枯
れ
立
つ
芦
は
な
び
き
て

木
枯
し
に
鳴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

咲
き
満
ち
し
菜
の
花
ゆ
る
る
四
国
路
の
遍
路
列
な
し

鐘
鳴
ら
し
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

事
故
の
日
よ
り
と
ぎ
れ
し
日
記
開
き
つ
つ
在
り
し
日

の
子
を
ひ
た
に
恋
い
を
り
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

鮮
や
か
な
も
み
じ
の
落
葉
二
三
枚
秋
の
名
残
り
を
本

に
は
さ
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
無
名

勿暫望）勿但

鮒
、
購
“
〆
驚

壇

川
股
兵
三
選

　
　
　
填
の
た
め
に
徒
然
草
を
ひ
も
と
け
ば
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

　
　
　
ン
に
ま
た
胸
躍
る
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

　
　
　
、
ふ
！
、
ら
み
し
乙
女
椿
も
朱
み
せ
て
又
巡
り
来
ぬ
亡
姑

　
　
　
の
命
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

　
　
　
読
み
終
え
し
記
事
を
こ
と
ご
と
切
抜
き
て
日
記
に
は

　
　
　
る
を
た
の
し
み
て
を
り
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

　
　
　
虎
落
笛
凍
て
つ
く
夜
更
を
け
た
た
ま
し
事
故
の
あ
る

　
　
　
ら
し
放
急
車
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
　
橘

　
　
　
柴
の
小
花
寄
り
添
う
犬
ふ
ぐ
り
春
に
さ
き
が
け
道
の

　
　
　
端
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
淡
雪
の
さ
ほ
ど
に
な
く
も
掃
き
居
れ
ば
我
が
心
す
が

洲
鉱
並
春
．
押
　
ー
ー
紬
誕
鞭

董　　　　　「春」　一條’
　ンー　「　　、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　ず　　　　　ゴ　　　テ　　　　　　　　　を

　　　　　　’

　　　　　　暗鎌繊　　　　 ’甲

　　　　　　　　　ド　　　　ド　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　毒響鋤職鷺撫姦
　、ヲ夢櫓　汐贈　 ｝㍗艦t，』

　　　㎏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　－噂　　　

壇

鈴
木
貞
二
選

春
ひ
と
夜
一
人
に
長
き
雨
の
音

佗
助
や
茶
席
に
あ
り
て
静
ま
り
て

二
一
二
人
自
装
束
の
寒
念
佛

亡
父
に
似
し
人
振
り
返
り
梅
匂
ふ

暖
か
く
川
辺
明
る
き
猫
柳

春
の
風
邪
な
か
な
か
ぬ
け
ず
卵
酒

寒
梅
の
ほ
こ
ろ
び
そ
め
し
神
社
か
な

残
雪
の
庭
に
か
が
や
き
朝
晴
る
る

人
形
の
一
つ
一
つ
の
春
の
塵

春
一
番
峡
に
春
呼
ぶ
序
曲
と
も

ふ
ん
わ
り
と
雲
の
浮
び
て
春
め
き
し

菩
提
寺
や
土
塀
の
中
の
冬
木
立

う
す
化
粧
し
て
も
す
ぐ
れ
ず
春
の
風
邪

折
鶴
も
奴
も
散
ら
か
し
春
の
風
邪

着
ぶ
く
れ
て
足
元
ゆ
ら
ぐ
程
笑
う

佐
藤
　
周
子

青
木
　
良
子

水
野
　
淑
子

近
内
　
キ
ヨ

久
須
見
南
斗

佐
藤
　
善
夫

川
村
　
静
恵

高
橋
和
歌
子

鈴
木
　
い
く

太
田
　
敏
子

阿
部
み
さ
子

遠
藤
　
省
三

佐
藤
　
歌
子

鈴
木
　
民
子

赤
柄
　
吉
治

※
五
月
例
会
は
二
十
日
㈹
十
二
時
半
よ
り
中
央

　
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

ー
『
距
チ
　
　
‡
華
・
　
距
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窃鵬、劉
口消費者の1日講座
　　　　　　受講生募集

　最近、多種多様な缶ジュースが

販売されていますが、これから夏

場にむかい大量に消費されること

から、口あたりのよい缶ジュース

類を飲みすぎると、肥満にっなが

ります。市では、清涼飲料水につい

ての正しい知識を得ていただくた

め消費者の一日講座を開きます。

〉日時　5月19日（水）午前1Q時

　から午後2時まで。

＞会場　自石市中央公民館

レ主な内容　表示、糖度、味覚、

　色素検査。

〉募集人員　30人（申込み順）

〉申し込み　市民課市民相談係

　（内線162）までどうぞ。

灘整驚鍵・
　　　・　隔隔軸’ゆ野鐙翼’・、3　　　て

曲裟　　翻
　　　　’葦　　　　　　　　　　　　　　　　　串

肇’

蕃
［

■手話通訳者養成講座

　　　　　の　開　講

　市では、聴覚障害者の社会参加

の促進に寄与する目的で、手話奉

仕員などの指導訓練にあたる手話

通訳者養成講座を開講いたします。

　ふるってご参加ください。

〉期間　5月7日（金）～7月9日岡

　　　毎週金曜目

レ場所　市役所4階　大会議室

レ費用無料

〉内容手話法の理論・手話実技

　くわしいことは、社会福祉事務

所福祉係（内線139）までどう
ぞQ

ノ5

圏手芸講座受講生募集

　働く婦人の家では、手づくりで

楽しく小物入れを作って見ません

かと受講生を募集しています。ふ

るって参加してください。

手
芸
講
座

集
員

募
人

実
施
年
月
日

施
間

実
時

パッチワーク

　Oウォールポケット

　Oバツク

30人

5月24日（月）

5月28日働
6月4日（月〉

6月14日（劃

午前9時30分から12時

まで

■南蔵王山開き

新緑と花の南蔵王山開きの会員

を幕集しています。

〉日時　5月22日（土）～23日（日）

　白石駅前観光案内所前、午後4

時20分集合

〉募集人員　臼石班20名

〉経費　5，500円

＞携行品　雨具、水筒、着替え。

〉申込み　5月13日まで会費を添

　えて駅前観光案内所へ。

　くわしくは、商工観光課（内線

201）　までどうぞ。

■県営住宅入居者募集

県営住宅の入居者を下記のとお

り募集いたします。

住宅の概要

レ住宅名　臼石寿山住宅

　（自石市緑ヶ丘二丁目1－6・7）

〉募集戸数　14戸

〉家賃　13，600円～15，800円

＞構造型式

〉募集期聞

〉受付場所

＞申込用紙

中層耐火5階建

昭和57年5月24日～

5月31日

白石市役所建設課

5月17日から市役所

建設課で配布します。

盤し
　　　　　　　融徳　猷賜
　　　　　　錨翻ず躍
　　　　　＿、騙．
　　　　　ハんヘハマ　　　　　　il

■史跡名勝地めぐり

　中央公民館では、文化財の理解

と保護思想の普及を図るため、次

の要領で史跡名勝地めぐりを開催

します。皆さんの参加をお待ちし

ております。

〉期日　5月16日（日）

〉集合場所及び時間中山．公民舶

　　　　午前8時20分

〉参加費　1人3，000円

〉募集定員　90人

〉見学場所　会津武家屋敷・野口

　　　　　記念館など
〉申し込み締切日　5月12日（水）

　くわしくは、中央公民館（費6

－2453または4－5377）
までどうぞ。

■野点と古典の集い
　　　　　「城の会」

　日本の伝統芸能に取り組んでい

る人たちが益岡公園に集まり日ご

ろ励んでいる芸を披露いたします。

　茶道、謡曲、箏曲、尺八、平家

琵琶など情緒豊かな舞いなど城跡

に溶けこむ野だてが見ものです。

〉日時　5月16日（日）、正午より

〉場所　益岡公園（雨天のさいは

　勤労青少年ホームにて行います。）

　※当日ガールスカウトのバザー

　も開催されます。

　
　
会

　
者
談

几
又旛

用
懇

育
噸

体
禾

校学■

　市教育委員会では、学校体育施

設の円滑な利用をはかるため懇談

会を開催いたします。

〉日時　5月10日（月）、午後7時

＞場所　臼石市役所　第4会議室

　くわしくは、白石市教育委員会

社会教育課（内線411）へお問い

合わせください。

　
　
空
き
缶
の
“
ポ
イ
捨
て
”
は
　
　
　
　
　
　
　
　
響
　
畜
産
経
営
農
家
の
皆
さ
ん
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ぞ
饗
《

　
　
　
　
　
　
貴
重
な
資
源
の
無
駄
遣
い
　
　
　
鷺
コ
畜
産
公
害
を
な
く
そ
う
」

お
金
を
捨
て
る
人
は
ま
ず
い
な
い
こ
の
タ
”
価
値
あ
る
馨
　
　
　

懸

で
－
よ
勝
、
空
－
缶
き
ζ
⊥
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を
無
造
作
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ポ
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と
捨
　
　
熱
・
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糞
尿
の
土
壌
還
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を
萎
に
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階
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譲
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と
同
じ
よ
う
に
貴
重
な
物
で
す
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特
た
調
査
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
だ
け
で
な
　
ゴ
、
、
、
の
不
法
投
棄
は
　
　
　
な
作
物
の
肥
料
に
な
る
ば
か
り
で
な

に
、
ア
ル
ミ
缶
は
省
資
源
・
省
エ
ネ
く
空
き
缶
の
再
資
源
化
を
実
施
し
て
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う
！
　
く
有
機
物
が
土
壌
を
改
良
し
て
い
く

ル
ギ
ー
に
つ
な
が
る
価
値
あ
る
資
源
　
い
る
市
町
村
は
全
体
の
五
二
・
六
％
　
　
最
近
、
山
林
や
河
川
敷
に
ゴ
ミ
な
　
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

と
い
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
ど
を
不
法
投
棄
す
る
人
が
あ
と
を
絶
　
　
水
分
や
太
陽
の
吸
収
に
よ
り
施
し

　
ア
ル
、
・
・
缶
は
再
生
が
簡
単
に
で
き
　
　
貴
重
な
“
空
き
缶
資
源
”
の
ポ
イ
　
た
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
白
石
警
察
　
た
肥
料
が
作
物
に
う
ま
い
具
合
に
吸

る
の
で
、
再
生
の
場
合
は
新
た
に
地
　
捨
て
を
や
め
て
回
収
ル
ー
ト
に
乗
せ
　
署
で
は
捜
査
中
で
す
。
美
し
い
ふ
る
　
収
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

金
を
製
造
す
る
と
き
に
比
べ
て
、
二
　
る
と
と
も
に
、
環
境
の
美
化
に
努
め
　
さ
と
の
景
観
や
美
観
が
損
わ
れ
な
い
　
　
従
っ
て
、
土
壌
環
元
に
は
、

十
七
分
の
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
済
む
　
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
、
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
美
　
6
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
。

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　
口
化
学
肥
料
だ
け
で
は
作
物
が
う
ま

ド
ホ
サ
‘
旨
旨
肖
　
旨
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璃
肖
旨
恥
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町
　
期
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h
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暁
画
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＄
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モ
肖
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旨
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く
育
k
・
曜
な
く
な
る
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で
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そ
の
対

　
　
　
　
で
活
　
増
」
の
　
罪
交
警
決
ま
　
　
　
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
と
し
て
の
有
機
質
肥
料
化
。

詔
繋
論
鰭
灘
辮
徽
靹
窟
⑳
　
・
　
　
）
鵬
藷
露
講
禁
隷

イ
動
警
み
球
相
と
な
り
て
附
を
一
ね
　
活
通
承
　
り
》
　
　
　
　
　
　
　
　
を
分
ナ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
・

ブ
ソ
ク
・
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
河
出
書
房
新
社

心
の
ふ
し
ぎ
を
み
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
伊
都
子

論
語
の
読
み
方
　
　
　
山
本
　
七
平

中
国
の
泰
山
　
　
　
　
沢
田
端
穂
外

古
寺
巡
礼
－
永
平
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
本
辰
也
外

柳
田
國
男
－
民
俗
学
へ
の
模
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
由
輝

松
川
事
件
奉
の
累
積
　
日
向
　
　
康

悪
の
管
理
学
　
　
　
　
川
上
　
哲
治

カ
レ
ン
ダ
ー
日
本
の
天
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
浩
一
郎

尾
瀬
ま
で
の
道
　
　
　
大
石
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一

時
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そ
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一
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方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
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良
博

二
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ば
を
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大
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昭
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史
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オ
寸
カ
ミ
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ジ
ャ
ガ
イ
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食
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て
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く
時
　
　
　
　
落
含
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日
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あ
ぐ
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す
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俊
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郎
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惑
　
　
　
　
　
　
　
松
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張

冬
銀
河
　
　
　
　
　
　
　
津
村
　
節
子
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福
　
　
　
　
　
　
　
向
田
　
邦
子

後
継
者
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
茂
太

北
国
通
信
　
　
　
　
　
渡
辺
　
淳
一

　
　
子
ど
も
の
本

ち
び
っ
子
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ゲ
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も
の
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ス
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チ
ャ
ト
フ
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ー
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ド
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ず
か
し
が
り
や
の
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ー
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ー
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ン

　
　
　
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ハ
ー
ウ
f
ノ
ツ

青
葉
学
園
物
語
ま
っ
ち
く
れ
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
本
直
志
郎

タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
の
秘
密

　
　
　
　
　
　
P
・
ア
ン
ダ
ー
ス
ン

新
世
界
の
天
使
　
　
　
宮
内
　
董
次

なみ

のん

図

童日
館
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国民年蚤
　5月は国民年金の
　　　現況届の提出時期です。

　今月は、国民年金の老齢年金、

通算老齢年金を除いた、障害年金、

母子年金などを受けている方が

　「現況届」を提出する月です。

　　「現況届」は、これからも引き

続いて年金が受けられるかどうか

を確認する大切なものです。

　現況届を提出しませんと、年金

の支給が止まったり遅れたりする

ことがありますから必ず今月末ま

でに提出してください。該当者に

は、直接ご連絡いたします。

　また、障害年金を受けている方

で、診断書の提出を求められた人

は、1か月以内に医師または歯科

医師の作成した国民年金診断書を

添付してください。

　なお、56年6月1日以後に年金

を受けはじめた方は、今回の現況

届は提出する必要はありません。

保険料を納められない方は

　　　　　　免除の手続きを

　国民年金の保険料は、1か月

5，220円ですが、失業していたり、

収入が少ないなどのため、保険料

の納付が困難な方は、申請によっ

て保険料の免除がうけられます。

　7月までに手続きをすれば、今

ノ7

年の4月分から向う1年間、保険

料が納められるようになるまで有

効です。

　保険料が免除されても、その免

除期間については、保険料を納め

ている人と同じように年金が受け

られますから、滞納のままにせず

免除の申請をしてください。

　ただし、免除をうけた期間は、

年金額が三分の一に減りますので、

保険料を納められるようになった

らすぐに追納してください。十年

以内の分でしたら、その当時の保

険料額でさかのぼって納められま

す。

　くわしいことは、市民課国民年

金係または各出張所（分室）にお

たずねください。

離

夢萎灘、

鑑

蒙籍
　細

保険証の検認は

もうお済でしょうか

　国民健康保険証の検認を都合

でまだ受けていない方は至急、

検認を受けてください。

　検認を受けないと4月1日か

ら医者にかかれません。

　検認は市役所保険課・各出張

所で受けてください。福岡、大

平の方は、保険課窓ロヘおいで

ください。

一
、
、

生⊇

57年度

衛生害虫駆除方法

　例年、伝染病予防と衛生害虫駆

除のため全市一斉に消毒を実施し

てきましたが、57年度から下記の

方法で実施いたしますのでご協力

をお願いいたします。

（1）いままでの油剤と乳剤との併用

　方式を改め乳剤による消毒のみ

　行うため各世帯にスミチオンV

　P乳剤100m4ビン入を配布いた

　します。またこの乳剤を300倍

　に稀釈し5月から10月まで月3

　回程度定期的に実施してくださ

　いo
（2）小原・大鷹沢両地区については

　上記乳剤による消毒のほか従来

　の油剤による消毒も実施いたし

　ます。

〉小原地区

〉大鷹沢地区

5月14日〔調

7月9日（劃

9月1て）日1釦

5月18日（火）

7月13日依）

9月14日（火）

※雨天の時延期する事があります。

　メ　

（／16ミリフィルム取扱い1

　　中央公民館ヘノ

　昭和57年6月1日より16mmフィ

1レムの貸し出し等の取扱いが、教

育委員会から臼石市中央公民館へ

事務移管になります。利用される

方は、中央公民館へおいでくださ

1津こ

　なお、16mmフ｛1レムは、毎週火

・金曜日に大河原視聴覚教材セン

ターより中央公民館へ届くように

なっておぴ）ます。くわしくは、中

央公民館（智6－2453または

4－5377）にお問い合わせく
港さい。

強翻蓼騨
　昭和57年7月31日で、時効とな

る恩給ぱ、次のとおりです。

〉昭和50年改正恩給法により、あ

　らたに支給されることになった

　恩給

　（1）実役3年以上7年未満の下士

　　官以上と兵に対する一時恩給

　（2）65歳以上70歳未満の旧軍人等

　　の加算改定

　（3）特定郵便局長や助教諭等（準

　　公務員）の通算条件緩和に伴

　　う、恩給

レ戦傷病者の妻で次の方は、特別

　給付金の請求を昭和57年9月3q

　日までに健康センター内社会福

　祉事務所に提出してください。

　（1〉昭和38年4月1日に傷病恩給

　　等を受給しており　（1～2款

　　症）昭和54年10月1日に上記

　　給付を受けている者の妻

　　（第6回特別給付金、は号）

　（2〉昭和48年4月2日以降昭和54

　　年4月1日までの間に傷病恩

　　給等を受給するようになった

　　者の妻

　　（第8回特別給付金、い号）

　くわしいことは、社会福祉事務

所社会係（内線147）までどう

ぞ。

収納代理金融機関に

仙南信用金庫白石駅前

支店中町出張所を指定

　仙南信用金庫白石駅前支店中1

潤丁出張所の開設に伴い、4月2一

日付けで公金収納事務の一部を．

1取扱う収納代理金融機関に指定、

されましたのでご利用くださし㌔！

〉名称・所在地

　仙南信用金庫白石駅前支店中

　町出張所

　自石市字中町11番地

〉取扱事務の範図

　白石市公金の収納事務の一部

節1國1帰1岨i印1閣1彫1稲 唄II璽II團II騒ll圖！1嗣II国

官公庁だより
l 圃lllll0　1国 lOIII”lhlll瞳口lql”Ill騒ll6111

　身障者手帳（1級、または2級）

をお持ちの方で、57年3月31日現

在満6歳以上の方に、　「青い鳥ハ

ガキ」をお1人につき20枚差し上

げております。ご希望の方は、5

月31日まで手帳を持参のうえ郵便

局にお申し出てください。

　くわしくは、白石郵便局（曾5

－2743）まで’、どうぞ。

塵繰．．
　労働省では、5月21日から31日

まで「家内労働旬間」を実施して

います。

　家内労働旬間は、家内労働関係

者に対して家内労働法の周知徹底

と遵法意識の高揚を図り、家内労

働者の労働条件の向上と生活の安

定を一層促進することを目的とし

て、全国的に運動を進めます。

　本年は「家内労働手張の普及徹

底と家内労働による災害の防止」

を目標として実施いたします。

　くわし・くは、最寄りの労働基準

監督署か宮城労働基準局（雪0222－

21－6111）までお問い合せください。

壁晶務署
　　領収書や契約書と税金

　私たちは、毎日の生活のなかで、

いろいろな文書を作成したり受け

取ったりしますが、このなかには

印紙税のかかるものがあります。

　印紙税がかかる文書には、契約

書、領収書、借用証書、手形、商

品券、委任状などいろいろな種類．

があります。また、印紙税は、最

低が200円で、預金証書や委任状

などのように1冊または1通ごと

に定額のものと、不動産の売買契

約書や領収書などのようにその文

書に記載されている金額によって

税額が異なるものとがあります。

　印紙税は、文書を作成した人が

定められた額の収入印紙をはり、

消印して納めますが、収入印紙を

はる必要がある文書に①収入印紙

をはらなかったときや、②納める

べき印紙税額より少なくはったと

きは、不足している印紙税の3倍

に相当する額（最低額1，000円）

の過怠、税がかかります。また、消

印をしなかったときも印紙税額と

同額（最低額1，000円）の過怠税

がかかります。

　なお、印紙税がかかる文書かど

うかなど、おわかりにならない、点

は、お近くの税務相談室や税務署

におたずねください。

16



・勿々摂畢7スr

　　　　　　鮮蟹ll

　　　　　監幽

　　　　　　　　　　　樋‘
白石うたまっり民謡でごきげん

　東北放送公開録音「民謡でごき

げん」が中央公民館大ホールにお

いて開催されました。

　ゲスト出演の佐藤勝子さんが歌

う「白石音頭」に民謡おどり同好

会15人が開催スタートに登場。

　市民27人が出演いたし、二代目

民謡名入は北寺前の大庭定男さん

が獲得しました。

糠
．　　動　〆

膨

　　　交通安全に一役

　市では、このほど白石市交通安

全指導車を130万円で購入いた

しました，⊃白石市交通指導隊（村

上勇隊長以下35入）が4月5日か

ら行われた春の交通安全運動期間

中「交通安全は茶の間から」と広

報活動などを行いました。

籍懸

　　毅．櫻、、．憾選霧．

　　　　入学おめでとう

　4月8日蔵王分校で入学式を行
いました。赤沼秀明くん（兄）藷’赤

沼由明くん（弟〉の双子の兄弟だけ

入学、式では、4人のお兄さんお

姉さんよ1）励ましの言葉にうなづ

いていました。6年間、楽しく分

校生活を送ってほしいものです。

休日急患当番医
月　日

5／2
3
5
9

16

23
30

内 斗禾

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238
三浦クリニック（5）6854

芭医院（5）2410
加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

外 科

堤 医院（5）1181

朝倉病院（5）2101
銭谷医院（5）2010
刈田病院（5）2145
宮城医院（5）2062
刈田病院（5）2145
加藤（大）医院（5）4701

※都合により変更になる場合もあります。

談
相談区分

人権擁護
火
火

一
言
剛

目季

行政相談

生活相談

者
介

　
　
　
刀
旧

ム
ロ
　
÷
示

醗
業

高
職

社会保険
相　　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
「

補
巡
サ

婦人相談

無料法律

相　　談

相談日・

17

17

17

6・25

4・18

17

17

　　17

毎週水・木・

　　金

リオン13・27

トリオ　11

ニホン　21

17

17

時　問

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

10：00～

　14：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00
9：00～

　16：00

13：00～
　14：00
11：00～
　12：00

10：00～
　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

臼石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センダー

2レ階相談室

白石市役所

3階相談室

白石市役所

1　　　階
市民相談室

白石市役所

1階消費
生～舌†目言炎室

白石市役所

市民会館

臼石市役所

自石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴品の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異1生との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

　国民健康保険証の検認は、至急市役所保険課または各出張所

で受けてください。
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